
 

 

 

 

 

 

 

  ＯＤＦ図から方位分布グラフ作成方法 
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概要 

   複数の試料の極点図からＯＤＦ解析を行い、ＯＤＦ図を比較する事があります。 

  ＯＤＦ図から求められる結晶方位を数値的に比較すると更に違いが鮮明になります。 

  ＧＰＯＤＦＤｕｓｐｌａｙでは、従来から結晶方位密度を求める事が出来ましたが、Ｅｘｃｅｌで連携する 

  事で、方位分布グラフを作成する事が出来ます。 

  以下に手順を説明します。 

 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ Ｖｅｒ．１．４１以降を使用 

 

使用する極点図 

 アルミニウムの代表的な極点図 

 

ＯＤＦ解析結果のＯＤＦデータをＥｘｐｏｒｔし、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＧＰＯＤＦＤｉｄｓｐｌａｙで方位密度のｃｓｖデータを作成 

作成する方位 

  

ｃｓｖファイルを作成 

  

 

 

 Labotexを Al1に変更して、Al1ファイルを作成 

 同様に Al2も作成 



Ｅｘｃｅｌで最初のデータを読み込み更に２番目のデータを読み込む 

    

 

   Ａｌ２のＢ列をＡｌ１のＣ列に張り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



折れ線グラフを作成 

 

 

 

 



タイトルとデータ数値を表示 

 

 

 整形する 
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